
＜文系＞

１．初項から第 n項までの和 Snが Sn =
6
1 n ( n + 1 )( 2n + 7 ) ( n = 1 , 2 , 3 , … )で表さ

れる数列{an}がある。

(1) {an}の一般項を求めよ。

(2) 


n

k ka1
1

を求めよ。

２．三角形 OABにおいて、辺 ABを 2：1に内分する点を D , 直線 OAに関して点 D
と対称な点を E , 点 Bから直線 OAに下ろした垂線と直線 OAとの交点を Fとする。

aOA , bOB とし、 || a = 4 , ba  = 6を満たすとする。

(1) OFを aを用いて表せ。

(2) OEを a , bを用いて表せ。

(3) 9 |OE| = 20 |OF| となるとき、 || b の値を求めよ。

３．実数 xに対して、f (x) = 
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sin3 2  xxx とおく。

(1) t = 
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sin x とおく。 
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3
2cos x をそれぞれ tの式で表せ。

(2) 0≦x≦ π のとき、方程式 f (x) = 0の解をすべて求めよ。

４．kを k > −1を満たす実数とする。直線 l：y = ( 1 − k ) x + kおよび放物線 C：y = x 2

を考える。Cと lで囲まれた部分の面積を S1とし、Cと lと直線 x = 2の 3つで囲まれ

た部分の面積を S2とする。

(1) S1を kを用いて表せ。

(2) S2を kを用いて表せ。

(3) kが k > −1を満たしながら動くとき、S2 − S1の最大値を求めよ。



＜理系＞

１．三角形 OABにおいて、辺 ABを 2：1に内分する点を Dとし、直線 OAに関して

点 Dと対称な点を Eとする。 aOA , bOB とし、 || a = 4 , ba  = 6を満たすとする。

(1) 点 Bから直線 OAに下ろした垂線と直線 OAとの交点を Fとする。OFを aを用い

て表せ。

(2) OEを a , bを用いて表せ。

(3) 三角形 BDEの面積が
9
5
になるとき、 || b の値を求めよ。

２．aを a ≠ −3 を満たす定数とする。放物線 y =
2
1 x 2上の点 A 
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1,1 における接線

を l1 , 点 B 
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)2(,2
2aa における接線を l2とする。l1と l2の交点を Cとおく。

(1) Cの座標を aを用いて表せ。

(2) aが a > 0を満たしながら動くとき、
|BC|
|AB|
が最小となるときの aの値を求めよ。た

だし、| AB |および| BC |はそれぞれ線分 ABと線分 BCの長さを表す。

３．正の実数 x , yが、方程式
2

2

4
14

3
6
99 yx
yx







……… (★)を満たすとする。

(1) y 2を xを用いて表せ。

(2) 正の実数 x , yが(★)および 01 
y
x

を満たしながら動くとき、
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の最大値を求めよ。

４．a1 = 2 , b1 = 1 および an+1 = 2an + 3bn , bn+1 = an + 2bn ( n = 1 , 2 , 3 , … )で定められ

た数列{an} , {bn}がある。cn = anbnとおく。

(1) c2を求めよ。

(2) cnは偶数であることを示せ。

(3) nが偶数のとき、cnは 28で割り切れることを示せ。



５．座標平面上で、媒介変数 θ を用いて x = (1 + cos θ) cos θ , y = sin θ ( 0≦ θ ≦ π )と
表される曲線 Cがある。C上の点で x座標の値が最小になる点をとし、Aの x座標の

値を aとおく。Bを点( a , 0 ) , Oを原点( 0 , 0 )とする。

(1) aを求めよ。

(2) 線分 ABと線分 OBと Cで囲まれた部分の面積を求めよ。



解答
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